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研究成果の概要（和文）： 

わが国の特別養護老人ホームにおいてスタンダードになりつつあるユニットケアを、それを規
定する諸要因に注目しながら社会学的に分析することを目的として、宮城県内の複数の事業所
において職員配置に関するデータ収集をおこなった。また介護職員、利用者、家族、周辺地域
住民、関係諸機関等を対象に聞き取り調査を実施した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is to analyze some factors regulating arrangement of care 
staff of Unitcare in special nursing home for the elderly. Quantitative data of personal 
distribution on some facilities has collected. On the other hand, qualitative research 
which was subjected to care workers, residents, his/her family and surroundings was 
carried out in details. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来のユニットケア研究は、方法論の検討
や実践報告が多く、その制度的問題や理念的
パラダイムが議論の対象となることがほと
んどであった。数尐ない学術的研究は個別事
例を比較する水準にとどまり、ユニットケア
を類型化して分析する手法に欠けていた。そ
こで研究代表者はユニットケアの類型化に
向けた研究に着手した。その結果、それぞれ
の施設形態においてユニットケアの職員配
置に特徴的な差異がみられることを発見し、

それらの差異が何に起因するものなのかを
明らかにする必要性を導き出した。ユニット
ケアの質を左右する職員配置について、それ
を規定する社会的要因を明らかにするとい
う新たな課題が浮き彫りとなった。 

 

２．研究の目的 

わが国の特別養護老人ホームにおいて制
度化され施設介護の潮流として定着しつつ
あるユニットケアを、職員配置の観点から分
析することにある。 
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３．研究の方法 

(1)ユニットケアを施設介護の完成形として
一様に捉えるのではなく、施設形態（新築型、
改修型、既存型）ごとに職員配置の比較分析
をおこなった。 
(2)介護職員を、雇用形態や年齢、職歴とい
った基本属性により分類し、分析単位とした。 
(3)職員配置をたんなる数値のみで捉えるの
ではなく、当該ユニットを構成する最も重要
な要素として位置づけ、職員配置の質的構成
やその構成に影響をおよぼす社会的諸要因
を析出するとともに、その変容のプロセスを
分析した。 
(4)そのための具体的な方法として、宮城県
内の複数の事業所において職員配置に関す
るデータ収集をおこなった。また介護職員、
利用者、家族、周辺地域住民、関係諸機関等
を対象に聞き取り調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1)社会福祉法人 A が運営する事業所（新築
型として特別養護老人ホーム U、従来型とし
て特別養護老人ホーム S）と、社会福祉法人
B が運営する事業所（新築型として特別養護
老人ホーム M、改修型として特別養護老人ホ
ーム H）を主な対象として、職員配置の分析
をおこなった。法人 Aおよび Bの歴史、法人
がそれぞれに現在運営している事業所の全
体および職員体制、各事業所における職員配
置等に関するデータを収集したうえで、それ
ぞれ対象となる事業所の職員配置の分析を
おこなった。とりわけ法人 Aの従来型の Sと
法人 Bの新築型の Mにおいては、介護職員の
業務内容および入居者とのコミュニケーシ
ョンに関するタイムスタディを実施すると
ともに、介護職員及び入居者に対して聴き取
り調査をおこない、そのデータを整理し分析
した。 
 
(2)社会福祉法人 Aでは、平成 22年 1月より
インドネシア人介護士の受け入れを、宮城県
内の福祉施設としては初めて実施している。
外国人介護士の導入が職員配置のありかた
どのように影響するか、それに伴いユニット
ケアの質がどのように左右されるのかにつ
いて明らかにする必要性が生じてきた。そこ
で我が国における外国人介護士の受け入れ
に関する資料を収集するとともに、関係者へ
の聞き取り調査を開始した。法人 Aの理事長
および実質的な受け入れ業務を担当してい
る職員を対象に複数回にわたる聞き取り調
査を実施した。法人 Aが運営する従来型の特
別養護老人ホーム S および養護老人ホーム S
においては、当初インドネシアより介護福祉
士候補生4名が日常的な介護業務に従事して
いた。そこで、彼らの基本属性をはじめ、来
日の背景や資格取得の状況、キャリアの連

続・非連続、勤務体制および待遇のありかた
などについて、基礎的データを収集した。ま
た、ユニットにおける業務実態を明らかにし、
職員体制においてどのような位置を占めて
いるかを明らかにするため一定期間にわた
るタイムスタディ調査を実施した。加えて 4
名に対して複数回にわたる聞き取り調査を
おこなった。そのさい同時通訳を依頼した。
聴き取りした録音データはテキストに書き
起こすとともに、基本属性をはじめ、来日の
背景や資格取得の状況、キャリアの連続・非
連続、勤務体制および待遇、宗教生活などに
ついて対象者ごとに比較し分析をおこなっ
た。来日のきっかけはそれぞれであるが、主
たる目的は収入を得ることであり、現在の仕
事や生活環境に満足を示しながらも日本で
の国家資格の取得や滞在の継続はそれほど
重要視されていなかった。結婚や母国にいる
両親との関係も、日本での長期滞在が考えら
れない理由のひとつとなっていることを明
らかにした。 
 
(3)社会福祉法人 A が運営する新築型 U およ
び従来型 Sにおいては、入居者の生活の質の
向上をねらいとして、各事業所における信仰
の場（神社や観音、地蔵）の設置に取り組ん
でいる。そこでスピリチュアルケアについて
の文献収集をおこなったうえで、法人 Aの事
例について資料収集および関係者への聞き
取り調査を実施した。設置の経緯やその後の
維持方法、入居者にとって果たしている機能
等に関して情報収集をおこない、施設職員な
らびに入居者、地域住民への聞き取り調査を
実施した。その成果は論文にまとめ公表した。 
 
(4)社会福祉法人 B が運営する新築型 M を対
象に、ユニットケアと地域社会との関係性に
焦点をあてた聞き取り調査を実施した。管理
者、介護職員、入居者、新築型 Mの入居者ら
が加入している町内会、新築型 Mが所在する
C 郡 D 町保健福祉課を対象として重点的に聞
き取りをおこなった。新築型 M が平成 13 年
に開所してからの 10 年余りの歩みを整理し
分析することにより、M がどのような職員配
置のもとにユニットケアを維持し、また地域
社会との関係を展開してきたかについて考
察し、論文として著した。ユニットケアは、
大規模で隔離型の収容施設というイメージ
を脱却し、小規模な居住空間や顔馴染みの人
間関係、家庭的な雰囲気といった在宅に近い
生活環境をつくりだそうとする脱施設化の
試みとして位置づけることができる。新築型
Mもまた、施設の脱施設化を、「近所づきあい」
や「友達づきあい」に象徴されるような地域
社会との関係性の構築をとおしていち早く
実現し、特養と地域生活の断絶を根本から打
ち砕く取り組みをおこなっている。この分析



 

 

により新築型Mにおけるユニットケアの職員
配置に影響を及ぼす社会的要因を分析し、特
養における地域生活支援がいかなるものな
のかについて考察した。 
 
(5)社会福祉法人 B が運営する新築型 M にお
けるユニットケアは、正規職員のみならず非
正規職員をも含む多様な就業形態にもとづ
くケア労働により運営・維持されている。こ
こでいう非正規職員には、主婦層を中心とす
るパート職員や派遣社員、アルバイトが含ま
れる。そこで新築型 Mより人事資料を提供し
てもらい、介護職員の多様な勤務形態に着目
しながら、職員配置の質的構成がいかに変容
し、また維持されてきたかの分析に着手した。
合わせて介護職員を対象に聞き取り調査を
開始した。新築型 M が開所した平成 13 年以
来、延べ 100 名程度の職員が入れ替わるなか
で、唯一、主婦層であるパート職員たちが長
年にわたり勤務を継続している。しかも彼女
たちが、離職の激しい若手の正規職員の教育
者となり、施設理念の継承と具体的なケア技
術の再生産を可能にしていることが明らか
になった。正規職員と非正規職員が混在し、
ときには文化の違いを超えて提供される多
様なケア労働の実態に迫ることにより、そう
した職員配置の質的構成がいかにケアの質
を維持しあるいは向上させうるかを検討し
ていく必要性が導き出された。 
 
(6)上記の研究内容に関連する基礎資料や先
行研究、文献等を継続的に収集し、整理した。
第一に、対象となる法人に関する歴史的資料
や各事業所の基礎的データ、各事業所が設置
されている自治体に関する一次資料等につ
いて広範囲にわたり収集し、整理した。第二
に、我が国における経済連携協定にもとづく
外国人介護士受け入れに関する基礎資料と
先行研究の収集と整理をおこなった。インド
ネシア社会の宗教や民族・社会状況、日本に
おけるインドネシア人居住者の状況、宮城県
における多文化共生社会推進の状況等に関
する一次資料や研究論文、文献の整理検討を
おこなった。第三に、ユニットケア・個別ケ
アの全国的な実施状況や、介護労働の実態に
かかわる統計調査の結果を表した報告書や
先行研究、各種文献等を入手し、整理・検討
をおこなった。 
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